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Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
所
属
の
浜
野
よ
し
ふ
み
参
議
院
議
員
（
全
国
比

例
・
国
民
民
主
党
）
は
４
月
17
日
、
参
議
院
環
境
委
員
会
で
、

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
も
積
年
の
政
策
課
題
で
あ
る
大

型
鳥
獣
に
拠
る
輸
送
障
害
と
り
わ
け
、
鹿
と
列
車
の
衝
撃
に

つ
い
て
質
疑
に
立
っ
た
。

浜
野
よ
し
ふ
み
参
院
議
員

鹿
と
列
車
の
衝
撃
に
つ
い
て

国
の
積
極
支
援
を
求
め
る

参議院環境委員会にて発言する浜野よしふみ参院議員と答弁する浅尾環境大臣

浜
野
参
議
院
議
員

は
冒
頭
、
鹿
等
に
よ
る

各
種
獣
害
が
深
刻
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
浅

尾
慶
一
郎
環
境
大
臣
に

対
し
、
「
国
は
危
機
感

を
も
っ
て
鹿
等
の
捕
獲

事
業
強
化
を
進
め
て
い

く
べ
き
」
と
指
摘
。
さ

ら
に
、
“
鹿
と
列
車
と

の
衝
突
事
象
”
が
多
い

Ｊ
Ｒ
の
各
路
線
名
等
に

も
言
及
の
上
、
「
鹿
生

息
数
の
適
正
水
準
の
維

持
は
国
や
自
治
体
の
責

務
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
衝
突
事
象
削
減
は

事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、

国
と
自
治
体
が
積
極
的

に
関
与
し
て
い
く
べ

き
」
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
国
土
交
通
省
の
政
府
参
考
人
の
答
弁
は
、

「
衝
突
事
象
の
減
少
に
向
け
、
鉄
道
事
業
者
が
実
施
し
て

い
る
対
策
を
共
有
す
る
場
を
設
定
し
て
い
る
」
旨
の
内
容

に
留
ま
っ
た
。

そ
の
上
で
浜
野
参
議
院
議
員
が
、
環
境
省

策
定
の
鹿
管
理
計
画
に
係
る
自
治
体
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
鉄
道
被
害
の
内
容
を
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
環
境
省
の
政
府
参
考
人
か
ら
は
、

「
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
被
害
の
最
新
情
報
を
改
訂
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
Ｒ
７
年
度
末
）
に
盛
り
込
み
、
都
道
府
県
の
管

理
計
画
に
お
い
て
管
理
目
標
等
と
し
て
設
定
さ
れ
る
よ
う

周
知
し
て
い
く
」
旨
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

今
回
鉄
道

の
鹿
被
害
に
も
行
政
側
が
関
与
す
る
方
向
性
が
見
出
さ
れ

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
が
実
効
性

あ
る
政
策
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

小
沢
ま
さ
ひ
と
参
議
院
議
員

私
達
が
抱
え
る
政
策
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
！

Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を

考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属

の
小
沢
ま
さ
ひ
と
参
議
院
議

員
（
全
国
比
例
・
立
憲
民
主
党
）

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
を
来
訪

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
が
抱

え
る
政
策
課
題
に
つ
い
て
尾
内
中

央
執
行
委
員
長
、
小
木
曽
名
古
屋

地
方
本
部
執
行
委
員
長
と
共
に
対

談
を
実
施
し
た
。

詳
し
く
は
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

て
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＪＲ東海ユニオンと小沢まさひと参議院議員の対談動画
https://www.youtube.com/watch?v=UswiVj1eCog

https://www.youtube.com/watch?v=UswiVj1eCog
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